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安全にお使いいただくために
この取扱説明書で使用している危険防止のマーク

製品をご使用の際は、使用上
の注意に従ってください。

このマークは、操作とメンテナンスにおける重要な指示があることを示しています。
このマークは、適切な電圧で機器を使用しないと、感電の恐れがあるという警告です。
このマークは、ご利用の出力コネクターが感電を起こす恐れのある電圧を含んでいるという警告です。

注意事項を読んでください。
注意事項を守ってください。
すべての警告に従ってください。
すべての注意事項に従ってください。
水の近くで使用しないでください。
お手入れの際は、乾いた布を使用してください。
液体洗剤は、フロントパネルのコントロール装置
を損なったり、危険な状態を招いたりする恐れが
あるので、使用しないでください。
取扱説明書に従って設置してください。
暖房器具や調理器具、アンプを含むそのほかの音
楽機器など、熱を生じる機器の近くには、置かな
いでください。
電源プラクは、危険防止のために、正しく使用し
てください。アース端子付の電源プラグは、2つ
のブレードのほかに棒状のアース端子が付いてい
ます。これは、安全のためのものです。ご利用の
コンセント差込口の形状に合わないときは、専門
の業者にコンセントの取り替えを依頼してくださ
い。
電源コードを誤って踏んだり、挟んだりしないよ
うに注意してください。特にプラグ部、コンセント
差込口、本装置の出力部分に注意してください。
付属品は、メーカーが指定しているものを使用し
てください。

音響機器専用の台車、スタンド、ブラケット、テー
ブルに載せて使用してください。設置の際、ケー
ブルの接続や装置の設置方法が、損傷や故障の
原因にならないよう注意してください。
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2.
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雷が鳴っているときや、長時間使用しないときは、
プラグを抜いてください。
修理やアフター・サービスについては、専用窓口に
お問い合わせください。電源コードやプラグが損傷
したとき、装置の上に液体をこぼしたり、物を落と
したりしたとき、装置が雨や湿気にさらされたと
き、正常に動作しないとき等、故障の際は、修理が
必要となります。
本装置は、正常に動作していても熱を発生しますの
で、周辺機器とは最低 15 センチ離し、風通しの良

い場所でご利用ください。
主電源プラグまたはアダプターをコンセントからい
つでも抜ける状態にしておいてください。

本装置をアンプに接続して、ヘッドホンやスピー
カーで長時間、大音量で使用すると、難聴になる恐
れがあります（聴力低下や、耳鳴りを感じたら、専
門の医師にご相談ください）。

水がかかるような場所に置かないでください。花
瓶、缶飲料、コーヒーカップなど、液体が入ったも
のを本装置の上に置かないでください。
警告：火災や感電防止のため、雨や湿気にさらさな
いでください。

13.

14.

15.

16.

17.
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電源を入れる前に： 

正しい換気について： 

結露について： 

携帯電話の使用に 
ついての注意： 

機器の移動について： 

手入れについて： 

ラックマウントの注意： 
（機器を組み込む 
ラックの規格）

ラック設置：
�
�
�
�
�
�

k7A�9,
 Ȯǐ�
kE64 ¢nÁÔ�
kǳĽ¢nÁÔ�
kÓÍnµk¤ØµÖnÔ�
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(� ��>0����ª=h~Ç®Ø�ókwięĖ~ǳĽ~�Øo�À�Ƴ�Ǖ_�mjÌ´��~Ś
ƮǢ”ǳĽ��À”k{zxdrjzÌ´��bǎƒm�ģ�by��mj�

)� マイク/ライン入力端子：マイクまたはラインレベルのデバイスをこの入力に接続します。マイク
レベルまたはラインレベル信号の入力を設定するには、操作>マイク/ライン入力を使用するを参
照してください。�
注：マイク/ライン入力信号はヘッドフォン端子に送られません。

� AUX 入力端子：1/8 インチ（3.5mm）TRS ケーブルを使用して別売りの機器をこの入力に接続し
ます。操作> 外部機器からのオーディオ・ファイルを再生するを参照してください。�

+� 48V ファンタム電源切り替えスイッチ：XLR + 1/4”入力端子で 48V のファンタム電源を使用する
には、このスイッチを ON にします。ただし、ほとんどのダイナミックマイクやコンデンサーマ
イクのほとんどはファンタム電源が不要です。ファンタム電源が必要かどうかは、ご使用のマイ
クのマニュアルを参照してください。�

,� MIC VOLUME ノブ：マイク/ライン入力信号の音量を調節します。�
-� HEADPHONE VOLUME ノブ：ヘッドフォン出力の音量を調整します。�
.� ヘッドフォン端子：ヘッドフォンをこの 1/4 インチ出力端子に接続します。�
/� SD カード・スロット：ここに SD/SDHDカードを挿入して音楽ファイルを再生します。�
0� USB ポート：マス・ストレージクラスのUSBデバイスを接続します。�
(
� PITCH/TEMPO SELECTION ボタン：このボタンを押すと、ピッチまたはテンポのどちらを調整
するか選択することができます。�

11. PITCH/TEMPO調整ノブ：テンポ・モードでは、ダイヤルを回して、オーディオ再生のテンポを-
15～+15%の範囲で調整します。ピッチ・モードでは、このダイヤルを回して、オーディオ再生
のピッチを-15～+15％の範囲で調整します。ピッチを最初に調整してからテンポを調整すると、
ピッチは以前に設定した値のままになります。テンポを最初に調整してピッチを変更すると、テ
ンポは以前に設定された値のままになります。

()� ディスプレイ：本体の現在の動作状況がこの画面に表示されます。詳細は、�t��¨uの項を
参照して ください。�

(� SOURCE ボタン：このボタンを押すと、デバイス選択画面になります。詳細については、Ģê�
 �tsäė¡[�pĞınmを参照してください。�

(+� �4�#����:0���ª=h~Ç®Ø�ókwiŚƮ~ĄŨiæųǭŮa�ŚƮƝǔ�~ȝĚ`�
�æųǭŮ~ǂŢ�k�mj�

(,� FGBC�Ç®Ølh~Ç®Ø�ómyiŚƮbǭŮk�m�
(-� トラック選択/移動ボタン：F7iHF5i�q� 5YaRC??CU Ín¶~ƚœiɔɔÇ®Ø�ómyi

ƺ~µÒ± ”âǻk�mjɕɕÇ®Ø�ómyiŴ~µÒ± ”âǻk�mj�F7 �q� HF5
´¼�ª�ŧȾkwz�ƚœiɔɔÇ®Ø�Ǩókm�yiǫƛ~ , ȍ~ǊǶxĎcȶk�mj
ɕɕÇ®Ø�Ǩókkwdrjzjǫƛ~ , ȍ~ǊǶxǃǆ�します。�

(.� TIME ボタン：SD または USB デバイスの場合、このボタンを押してディスプレイのタイム・モ
ードを切り替えます。�

(/� DISPLAY ボタン：SDまたはUSBデバイスの場合、このボタンを押してトラック名またはアーテ
ィスト名の表示に切り替えます。�

19. ピッチベンド+/-ボタン：マイク/ライン、SD、AUX、USB、またはBluetoothデバイスのオーデ
ィオのピッチまたはテンポを一時的に変化させます。（ピッチ/テンポ選択ボタンの設定に応じま
す）。ピッチベンド+ボタンを押している間は、ピッチまたはテンポが徐々に+15％まで上昇しま
す。ピッチベンド-ボタンを押している間は、再生ピッチまたはテンポが徐々に-15％に下がりま
す。ピッチベンド+/-ボタンを放すと、元の再生ピッチまたはテンポに戻ります。
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)
� Bluetooth 解除ボタン：ペアリングされた Bluetooth デバイスを解除するには、このボタンを 1.5
秒間押し続けます。�

)(� リピート再生ボタン：SD または USB デイバスの、リピート再生モードを切り替えます。ノーマ
ルモード、1 回リピート   、フォルダごとのリピート、すべてリピート   があります。�

))� ランダム再生ボタン： SD  または USB  デバイスの、再生モードを切り替えます。シングル再
生  、ノーマル再生、フォルダ内でのランダム再生、すべてランダム再生    があります。�

)� マスターボリュームノブ：マイク/ライン入力端子、AUX  入力端子、SD、USB、Bluetooth  デバ
イスの XLR+1/4"および RCA 出力にかかる全体の音量を調整します。�

�

¦s��§�

(� Bluetooth レシーバー：Bluetooth デバイスから信号を受信するための内蔵アンテナです。 
)� USB ポート：この USB ポートは、ファームウェアを更新する時に使用します。最新のファーム
ウェアを確認するには、denonpro.com を参照してください。詳細については、T_ĩ_ĒŚ�
�r[�vws_ÜĔを参照してください。

� 切り替えスイッチ：ǫƛŧȾų�h~ª�±°�sABE#4"t~Þǡ”kw`c�mjÀ�n
Ë���~Ōƣų�h~ª�±°�sHC74G8t~Þǡ”Ƴ�Ǖ_�mj�

+� Outputs（バランス XLR）：マイク/ライン入力、SD、Bluetooth、USB デバイス（マスストレ
ージクラス）、Aux In からのオーディオ信号を出力します。これらの出力を外部スピーカー、サ
ウンドシステムなどに接続するには、XLR ケーブルを使用します。詳細については、セットアッ
プを参照してください。

,� 出力（アンバランス RCA）：これらの出力は、マイク/ライン入力、SD、Bluetooth、USB デバ
イス（マスストレージクラス）、およびAux Inからのオーディオ信号を送信します。これらの出
力を外部スピーカー、サウンドシステムなどに接続するには、RCAケーブルを使用します。詳細
については、セットアップを参照してください。

-� �.3�=ǳĺ¢nÁÔ�hh”ƴǌk�mj�
�
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�

1. メディア・タイプ：HF5iF7i4HKi5YaRC??CUi"V>R ~^siľŠƹǘǢ~Ì´��bȖŶj
��mj�ƗŜ�iĢê_ �tsäė¡[�pĞınm�ťƕkwdrjzj

2. äėŃêsu�ª=ľŠ~ŚƮÍn¶�Ŷmȼm{��¤ØbȖŶj��mj
� � � � ŚƮ� � � � � � Ďȶk�
� � � � æųǭŮ� � � � ǃǆ��
� � � � ǭŮ�
�� ĒŚ=îƾǢ~Ì´���ľŠ~Ɲǔ”uzw~ǪùƜȪbȖŶj��mj�
+�� �¥�}?�ru§Y�ª�[=µÒ± �q�À��Ô~·Ø¼nbȖŶj��m�
,��  機能アイコン：これらの現在の機能を示すさまざまな記号が表示されます。�
�

� � � � � ÒØ¯ËŚƮ�
�

� � � � � ¨Ø¡ÔŚƮ�
�

� � � � � Ó¿nµk×Ø�
�

� � � � � Ó¿nµk�nÔ�
�

� � � � � TÈŊ��©ª���§�ťƕr�
�

-�� ·ġóÄ=67iHF5��q��F7�Ín¶x�iîƾ~ĮþųĔ�q�Ŧ�ųĔb�UUTųĔrl�
� � ==TȢr�l__Tȗr~īŹxȖŶj��mj�
�

1 2 3 4 5 6
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(�� 5��0=�n´��Ɗɉa�~öƯ�Ȱŉ”k�mj�
)�� -�=5YaRC??CUÍn¶”Ƴ�Ǖ_�mj�
�� �:-=HF5Ín¶”Ƴ�Ǖ_�mj�
+�� :/=F7Ín¶”Ƴ�Ǖ_�mj�
,�� �u}�¥uªňŲ=É� 	Ò�ØȂɉ”Ƴ�Ǖ_�mj�
-�� ��"=4HKÍn¶”Ƴ�Ǖ_�mj�
.�� äė�²óľñ=F7�n¶iHF5´¼�ªi�q�5YaRC??CU�
� � ´¼�ªa�~�n´���ŚƮ�q�æųǭŮk�mj�
/�� ľñ=F7�n¶�q�HF5´¼�ªa��n´���ǭŮk�
� � �mj�
0�� -�::���0-40=Ǭöyőö~8D�ǧƫk�mj�
(
�� �|��Y��ª�ğ =:7�q�HF5~ƺ~µÒ± ”ȶ�
� � ���mj�
((�� �|��Y��ª�Ù =�F7�q�HF5~Ŵ~µÒ± ”Ƥ�
� � ���mj�
()�� �[�Y��ª�ğ =F7�q�HF5µÒ± �Ďcȶmƚ�
� � �œ�ÆnÔ¶k�mj�
(�� �[�Y��ª�Ù =ÆnÔ¶kwF7�q�HF5µÒ± �
� � �ǃǆ�k�mj�
(+�� ¥ª��=F7�q�HF5Ín¶xiÒØ¯Ëi¨Ø¡ÔÂ�
� � �Õ�iºnÉÔiÒØ¯ËkÀ�Ô¯n�ƌȐ”Ƴ�Ǖ_��
� � yc”ók�mj�
(,�� �t��¨u=Ç®Ø�ómyi´�ªÂÕ�~Ȳ�j��
� � �ǧƫm�hybxc�mj�
(-�� �-SFI��P=³ØÈ�¿±°ƙg�hybxc�mj�
(.�� �-SFI�/OUN=³ØÈ�¿±°�÷g�hybxc�mj�
(/��  OLTMH��P=F7iHF5i5YaRC??CU~öɈ�ƙg�hybxc�mj�
(0��  OLTMH�/OUN=F7iHF5i5YaRC??CU~öɈ�÷g�hybxc�mj�
)
�� ¦�[�=F7�q�HF5~Ó¿nµŚƮÍn¶�Ƴ�Ǖ_�mlºnÉÔiÓ¿nµk×Øi�
� � �Ó¿nµkÀ�Ô¯iÓ¿nµk�nÔ�
)(�� �-MH=F7 �q� HF5 Ín¶ųih~Ç®Ø�ómyiĮþųĔiŦ�ųĔiœİĮþųĔi�
� � ��q��Ŧ�~œİųĔ�Ƴ�Ǖ_�hybxc�mj�
�
�
�
�
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�
�
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ĂŨ=ÓÍ¤Ø��l�wŧȾm�yc�iƷð¨nµ�
�ǳǠƃȆȜa�ècƊkwdrjzj�
�
ǳǠ�Ňđm�”�l�
(��Ån½n Ó±Â�ÓÍ¤Ø~Ȍȴ”y�¶�ÓÓnª�
�� Ĵ”řk�Ŗ�iĄc�mj�
)��ŀzÓ°�ËǳǠ�ǳǠ¢nªa�ècƊkiƣkzǳ�
�� Ǡ�ǁȂk�mjǳǠ~ÂÒªu�ǈ��ƙ”kwǡc��
�� mj�
��ǳǠ¢nª�ƢƉ”¤Ø½nµÌØµ”Ȃ�iǜ�bŎ”�
�� Ȃ��^”kwa�iǳǠ¢nª�Ļ~Þ�ǡ”ªÒ�¶�
�� jn�mj�
�
ĂŨ=Ó°�ËǳǠ�ŅtwŧȾm�yiȎȄiȎüiȉɋ~ļçy{��mjǳǠ�ŧȾ�q�Ň�
đm�yc�i�Ý÷~ǲ”ǣàkwdrjzj�
�

�

�

l șǋ~ǳǠ�iÓÍ¤Ø~ęȇ�³ªµm�q�~�~xmj�
l I�6E)
)�Ó°�ËǳǠ�ŧȾkwdrjzj�
l ǳǠ�ƷǑ”Ɔǳk{zxdrjzjǳǠ~ƀ�Ûz�Ť”ŏtq�i¼±³Ón�Ȣākq�

k{zxdrjzj�
l ǳǠ�Ňđm�yc�iĦƪTuy�r�ƬkzȬŊ”Ŋfwǡc�mj�
l őõ�ǩŽȁň~Ǹq�ƚƏ”ǳǠ�ȫǡk{zxdrjzj�
l Ȼű�ũĠ~Ɓ~ǿa{zyh�”ǳǠ�ȩēkwdrjzjȯæiǳǠ�é�Ŗ�rƚœ�i

ǩs”åŪ”ǄǞkwdrjzj�
l ǳāìbɎ�qƚœ�im|”ǳǠ�ȊĘkwdrjzjǳāìbȒț�ãȟ�ȅ�múȇƪb

y�q�iƀ�Ûz”�ǣàkwdrjzjǳāìbȒț�ãɊ”Ơ�qƚœ�iǩs”ƨǽƨ
xƸzɅkiåŪ”�ǄǞkwdrjzj�

l ǳǠ�ȊĘm�ƺ”iǟȬŸŵǐ~ȊĘƍȢƚ”Ĝŝj�wz�ŬŶ”Ƈtwi³nÂ{zxƷ
ðkiüĖ~{zƚƏ”ȊĘkwdrjzj�

�
�
Ńêō¯�
�
ÓÍ¤Ø�ǂŢm�yc�iÓÍ¤Ø��<E�¬Ø¦n”Ŋf�mj�
ķ=ÓÍ¤ØƂňȜbǩŽȁň�ĢzƥŋňT�Ø¼n®®�Â~įňǷ{zriƲĆň{z”j�
j�qƚœiȮę�q�ÓÍ¤ØbƬƛ”ęȇk{zhyby��mj�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 RELEASEDOOR

OPEN

DOOR RELEASE

OPEN+

DOOR RELEASE

1 2 3
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�

���s���
�
ĂŨ=m�w~¢nÁÔ�kta�yƬkdƴǌkwdrjzTª³Õ�¢nÁÔ~ƚœiŘ�Ř
”iê�ê”rj�qiǳĽ¢nÁÔ”�ǉ}{zxdrjzj��
�
(��K"E�¢nÁÔ�q�ª³Õ��E64�¢nÁÔ�ŧȾkwiƊɉT¼ÒØª�q��Ø¼ÒØªr�
� �iĆȜ�Õ¨n¼ni�ØÂi½×n¶Í¸®n{z~�·Ö¡Ȃɉ”ƴǌk�mj�
)��m�w~ƴǌbďɆkq�ișǋ~ǳĽ¢nÁÔ�ŧȾkw 46 �Øa�ǳĽ¤Ø¬Øµ”ƴǌk
�mj�
�
� ¦s��§�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� � � � � � � � � ½×n¶ª¿n�n� � � � � �Õ¨n¼ni�ØÂ{z� � � � � � � ǳĽ�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ¦s��§� � � � � � � � � � � � � � � � � Ã±¶ÆØ� � � � � � � � � ®ÁÕ±µ{z�
�
�
�
�
�
�
�
�
� É� � � � � � � � � � öČÂÕnÎn�
�
�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � xǼŗȡに記載されていない項目は別売です。�
�
�
�
�
�
�
�

ZO
SOURCE

NE 2
SOURCE
ZONE 3

STATUS DIMMER

VIDEO

AUX 1

SETUP MIC

AV RECEIVER

L - AUDIO - R

1 CBL/SAT 3 GAME 4 NETWORK
QUICK SELECT

2 Blu-ray

PHONES BACK
ENTER

INFO

SETUP

SOURCE SELECT

MASTER VOLUME

ZONE 2
ON/OFF

HDMI 7
AUX 1

5V/1A 

ZONE 3
ON/OFF

OPTION



 ��0���

�

Ģê�
�

 �tsäė¡[�pĞınm�
�

äėnm �ts_þųpĞınm^`=��
FBHE68 Ç®Ø�ókwiŧȾúȇ{�Â¨ÑØ�Ƴ�Ǖ_�mj�
l 43�0=É� 	Ò�ØȂɉ”ƴǌj�q´¼�ªTÉ� 	Ò�ØȂɉ~ŧȾ�ťƕr�
l :/=F7 �n¶T:/ z[�Óťw_y[�tyY�ru§päėnm�ťƕr�
l ��"=4ad�<>�”ƴǌj�q´¼�ªTĆȜ´¼�ªa�~�n´���ŚƮm��ťƕr�
l �:-=HF5�´¼�ªTÉªªµÕn© ÒªrT�:-��¥��£�¥u�_y[�tyY�r

u§päėnm�ťƕr�
l -LTHSOOSI�-� =5YaRC??CU�´¼�ªT-LTHSOOSI ��u�eky[�tyY�ru§päėn

m�ťƕr�
�

�u}�¥uªňŲpíŧnm�
�

ラインレベルのデバイスまたはマイクをマイク/ライン入力に接続するには：
1. ユニットがオフの場合は、電源ボタンを押して電源をオンにします。
2. マイク/ライン入力にマイクまたはラインレベルのデバイスを接続します。マイクレベルまたは
ラインレベル信号の入力を設定するには、Ģê�Ļ»ÈŊを参照してください。

3. SOURCEボタンを押し、[Line]を選択します（ �tsäė¡[�pĞınmを参照）。
4. DN-F350 の MIC VOLUMEノブで調整します。
�

:/ z[�Óťw_y[�tyY�ru§päėnm�
�

SD カードでオーディオファイルを再生するには：�
(�� Ȯǐ~ǳĽb�À~ƚœ�iCBJ8E�Ç®Ø�ókwǳĽ��Ø”k�m�
)�� F7 �n¶� F7 �n¶ªÖ±µ”ǁȂk�mj�
�� Ì´��k®�Â�ƹǘk�mTÌ´��ŚƮÍn¶~ƹǘ�ťƕr�
+�� �n´��kÀ��Ô�ƹǘk�ml�

l SD カードが接続されると、ルート・ディレクトリ内のファイルが表示されます。マスター
ボリュームダイヤルを押し、最初のフォルダを開きます。そのフォルダ内の再生可能なすべ
てのファイルが表示されます。別のフォルダにアクセスするには、マスターボリュームダイ
ヤルをもう一度押します。�

l オーディオ・ファイルを移動するには、<</|<< と >>/>>を押します。ボタンを押してく
ださい。SDソースの場合は、次のいずれかの操作を実行できます。�

�

SD ソースの場合は、次のいずれかの操作が可能です：�
l C"4L	C4HF8 Ç®ØxŚƮ	æųǭŮi�q�æųǭŮa�ŚƮ�ŚĄm�ŰbƊɀ�mj�
l ŚƮ�ǭŮm�”�iFGBC Ç®Ø�ók�mj�
l ŚƮkwz�ĥ~Ďcȶk�q�ǃǆ�m�”�iGE46>�F84E6� Ç®Ø�ókǌf�y

ǫƛ~ŚƮǊǶ~ , ȍxĎcȶk	ǃǆ��m�ŰbƊɀ�mj�
l 7<FC"4L Ç®Ø�ómŰxŚƮkwz�À��Ô~ƜȪ�Ƴ�Ǖ_�ŰbƊɀ�mj�
l E8C84G Ç®Ø�ómŰxÓ¿nµęȇ�ŧȾm�ŰbƊɀ�mjA?A=NY Ín¶TÓ¿n

µŚƮk�n��iER@RNCB>RT( ĥ�ĩ�ȨkŚƮkǌf�mriER@RNC9?YQRATƹǘk
qÀ�Ô¯Ȁ~ĥ�ĩ�ȨkŚƮk�mriER@RNC�4YYTƼw~ĥ�ŚƮkƅ�tqŃi(
ĥȵ”ȶ��qŚƮ�ĄŨk�mr�

l E4A7B# Ç®Ø�ómŰx C"4L Ín¶�Ƴ�Ǖ_�ŰbƊɀ�mj�FV>TYR�CYNeTľŠ~
µÒ± �ŚƮkƅ_�yǭŮk�mriA?A=NY Ín¶TƼw~µÒ± �ƌȐ”ŚƮk
�mriEN>Q?=�9?YQRA À�Ô¯Ȁ~ĥ�ÒØ¯ËxŚƮk�m�i����EN>Q?=�4YY F7 �n
¶ƙ~µÒ± �ÒØ¯Ë{ƌƑxŚƮk�m śǖ ),- µÒ± ��

l ´�ªÂÕ�~®�ËkÍn¶�ȧŌm�”�iG<#8�Ç®Ø�ók�mj�8YN@_RQTĮþ
ųĔry�ER=NV>V>TTŦ�ųĔrbƳ�Ǖ���mj�



 ��(
���

l F7��n¶�ƀ�Ćm”�i�n´��kÀ��Ô�ŚƮkwz{zų�”i�n¶��td
�yªÖ±µ~Ǣ”ókwƀ�Ɗk�mTŚƮǢ”�F7��n¶�ƀ�ĆmyiŁƘm�úȇ
ƪby��mrj�

�

¿ŕÈÇeky[�tyY�ru§päėnm�
�

��"�3��Ĳî^ęħNnr¿ŕÈÇ]��[��xªi�ª�£[�WÒĬ¹À��¨[¢]\Aek
y[�typäėnm^`=�
(�� �Ȯǐ~ǳĽb�À~ƚœ�iCBJ8E�Ç®Ø�ókwǳĽ��Ø”k�mj�
)�� �ĆȜęĖ~ª³Õ�oÃ±¶À�ØƊɉyȮǐ~�4HK�<A�ǜũ�i(	/��Ø°�T�,==r¢n�
� � ÁÔxƴǌk�mj�
�� �Ì´��k®�Â��4HK��ƹǘk�mT �tsäė¡[��pĞınm�ťƕrjĆȜęĖb�
� � ƴǌj�wz���4HK�6?>>RPCRQi�ƴǌj�wz{f���4HK�7V_P?>>RPC�y´�ªÂÕ�”�
� � ȖŶj��mj�
+�� �ĆȜęĖ~�C"4LTŚƮrÇ®Ø�ókwiŚƮ�ĄŨk�mj�
�

�:- �¥��£�¥u�eky[�tyY�ru§päėnm�
�

USB デバイスでオーディオファイルを再生するには：�
(� Ȯǐ~ǳĽb�À~ƚœ�iCBJ8E�Ç®Ø�ókw�Ø”k�mj�
)� HF5�´¼�ªTÉªªµÕn© Òªr��HF5�Ènµ”ƴǌk�mj�
� ŧȾm�Ì´��®�Âykw�HF5��ƹǘk�mT �tsäė¡[��pĞınm�ťƕrj�
+� �n´��kÀ��Ô�ƹǘk�mj�

l HF5�ÀÒ±¨Ï¶Ò�Á�śƎ”ƴǌm�yiÔnµ´�Õ µÓ~À��ÔbȖŶj��
mjÉª®nÇÓÏnË¯�ÎÔ�ómyiśƎ~À�Ô¯bĄc�mjo~À�Ô¯Ȁ~
m�w~À��ÔbśƎ”�ȖŶj��mjÀÒ±¨Ï¶Ò�Á~Ǐ~ŚƮúȇ{¤Ø³Ø²
�iŃ”ȖŶj��mjȦ~À�Ô¯”� ¬ªm�”�i�^æǶÉª®nÇÓÏnË¯
�ÎÔ�ók�mj��

l �n´��kÀ��Ô�âǻm�”�i22�	�g�22y33�	�33�ók�mj�
�

�:-�¡[�w`Wô_aone_ĢêI¼ŊwnX�
l C"4L	C4HF8 Ç®ØxŚƮ	æųǭŮi�q�æųǭŮa�ŚƮ�ŚĄm�ŰbƊɀ�mj�
l ŚƮ�ǭŮm�”�iFGBC Ç®Ø�ók�mj�
l ŚƮkwz�ĥ~Ďcȶk�q�ǃǆ�m�”�iGE46>�F84E6� Ç®Ø�ókǌf�yǫƛ

~ŚƮǊǶ~ , ȍxĎcȶk	ǃǆ��m�ŰbƊɀ�mj�
l 7<FC"4L Ç®Ø�ómŰxŚƮkwz�À��Ô~ƜȪ�Ƴ�Ǖ_�ŰbƊɀ�mj�
l E8C84G Ç®Ø�ómŰxÓ¿nµęȇ�ŧȾm�ŰbƊɀ�mjA?A=NY Ín¶TÓ¿nµŚ

Ʈk�n��iER@RNC�B>RT( ĥ�ĩ�ȨkŚƮkǌf�mriER@RNC�9?YQRATƹǘkqÀ�Ô
¯Ȁ~ĥ�ĩ�ȨkŚƮk�mriER@RNC�4YYTƼw~ĥ�ŚƮkƅ�tqŃi( ĥȵ”ȶ��
qŚƮ�ĄŨk�mr�

l E4A7B# Ç®Ø�ómŰx C"4L Ín¶�Ƴ�Ǖ_�ŰbƊɀ�mj�FV>TYR�CYNeTľŠ~µÒ
± �ŚƮkƅ_�yǭŮk�mriA?A=NY Ín¶TƼw~µÒ± �ƌȐ”ŚƮk�mri
EN>Q?=�9?YQRA À�Ô¯Ȁ~ĥ�ÒØ¯ËxŚƮk�m�iEN>Q?=�4YY HF5 ´¼�ªƙ~µÒ
± �ÒØ¯Ë{ƌƑxŚƮk�m śǖ ),- µÒ± ��

l ´�ªÂÕ�~®�ËÍn¶�ȧŌm�”�iG<#8 Ç®Ø�ók�mj�8YN@_RQTľŠ~µÒ
± ~ĮþųĔriER=NV>V>TTľŠ~µÒ± ~Ŧ�ųĔra�ƹǘm�hybxc�mj�

l HF5�´¼�ª�ƀ�Ćm”�iHF5�´¼�ªbŚƮj�wz{zyc”�HF5�Ènµa�Ʊa
”ƀ�Ć�k�mTŚƮǢ”�HF5�´¼�ª�ƀ�ĆmyiHF5�´¼�ªbǎƒm�úȇƪby
��mrj�

�
�
�
�
�
�
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-LTHSOOSI ��u�eky[�tyY�ru§päėnm�
�

-LTHSOOSI�_�¥�}päėnm^`=��
(� Ȯǐ~ǳĽb�À~ƚœ�iC?cRA�Ç®Ø�ókw�Ø”k�mj�
)� Ì´��®�Âykw�5YaRC??CUT5Gr�ƹǘk�mTÌ´��ŚƮÍn¶~ƹǘ�ťƕkwd

rjzrj�
� 5YaRC??CU�´¼�ª~ƵǮÿȴ”âǻkis7A�9,
t��ufwķƊkiƴǌk�mj��
ķ=5YaRC??CU�´¼�ªbÅ�ÓØ¡¤n¶�ȿĞm�ƚœ�i������Ȃɉk�mj�
�

-LTHSOOSI�¡[�w`Wº_ĢêpøÝwJenX�
l ŚƮ�ĄŨiŚĄi�q�æųǭŮm�”�iC"4L	C4HF8�Ç®Ø�ók�mj�
l ŚƮ�æųǭŮm�”�iFGBC Ç®Ø�ók�mj�
l 5YaRC??CU ´¼�ª~Óªµ�ȖŶm�”�iE8C84G Ç®Ø�ókiÉª®nÇÓÏnË¯�

ÎÔ�ŧȾkw 5YaRC??CU ´¼�ª~Óªµ�Ǜk�mjÅ�ÓØ¡kqz�~bĹuatq
�iÉª®nÇÓÏnË¯�ÎÔ�ókwƹǘk�mj�

l Å�ÓØ¡j�q 5YaRC??CU ´¼�ª�Ƴǝm�”�i5YaRC??CU�7<F6BAA86GTƳǝrÇ®
Ø� (�, ȗĔókǌf�mj�

�
�

Ļ»ÈŊ�
�

 �£[ĚĿ=�
#R>a�ƵǮ”� ¬ªm�”�iÉª®nÇÓÏnË¯�ÎÔ�Ǩókk�mT�q�ÓÍ¤Ø~�
7<FC"4L Ç®Ø�ókq���”k�mrjÉª®nÇÓÏnË¯�ÎÔ�ĂmaiÓÍ¤Ø~�2�y�
3�Ç®Ø�ŧtwÌ¸Ïn�·¾£nµk�mjÉª®nÇÓÏnË¯�ÎÔ�ókw�Â¨ÑØ�
ƹǘm�aiÓÍ¤Ø~�C"4L	C4HF8�Ç®Ø�ók�mjÓÍ¤Ø~ FGBC Ç®Ø�ók�wƺ~
Ì¸Ïn�Â¨ÑØ”ȶ�Ì¸Ïn�ƅɆm�aiƩȗǓuyiȮǐ�Ÿǻǯ”Ì¸ÏnƵǮ�ƅɆ
k�mj��
�

ŐõNnm �£[ĚĿ`ô_xdlwnX�
l #<6	"<A8�<ATȂɉơŒ�Ò�Ø�q�É� ”ƵǮk�mrj�
l C4:<A:T#<6	"<A8�<A~sC�4AGB#+/Itª�±°��Ø�q��À”k�mjÉ� �ŧ

Ⱦkwz�ų”�Ø”m�yi�n´��´¼�ª~öɈbƔjd{��mj�É� �ŧȾk
wz�ų”�À”m�yiƵǮj�qöɈxȳ��mj�

l ¨ª³Ë¼n©ÑØ~ĊȃTľŠ~À�nË���¼n©ÑØ�ȖŶrj�
l ¨ª³ËÓ¬±µTŋƚƊýų~Ɲǔ”Ó¬±µrj�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�:-�ÈÇi�:/�z[�_y[�tyY�ru§päėnmè_ķ°òÞ=��
l 7A�9,
 �iƴǌkq HF5 ęĖ~Ɔǳ��HF5�»ÁiHF5 íǨ¢nÁÔiF7 �n¶Ón¯�

¦Èn�µkwz�n�j��
l 7A�9,
�b¦Ènµm�~�iÉªkªµÕn©k Òª�q��#GC�łđ~�HF5�ęĖxmj��
l 7A�9,
 b¦Ènµm�À��Ôk¨ª³Ë�i94G(-��q��)�~�xmj�
l À�Ô¯��000�Ŀ�xiÀ�Ô¯~ąƿ�Ônµk´�Õ µÓ�ĕ�wśǖ�/�ąƿ�xȃź

xc�mj�
l �n´��kÀ��Ô� 000 Ŀ�xȃźxc�mjHF5�ęĖ� F7 �n¶”�(


 ĿÝƙ~À�

�ÔbĜɏj�wz�ƚœ”�iŚƮ�ȖŶbƬkdŏ��{zÀ��ÔbƊwɀ�a�k��
n�j�

l À��Ôȱ�À�Ô¯ȱi³�ªµ”ŧȾúȇ{ȣŲƩ�śǖ ),, Ųxmj´�ªÂÕ�xȖŶ
xc�~�i�ëń~ǖȣŲiƔȣŲiƩŲ`����¤ØrfxiȁȮń~À��Ôȱ�ȖŶ
j��n�j�

l ǥŢĸȩņ~y�À��Ô�ƬkdŚƮj�{zaiy�z� H>X>?c>�9VYR yȖŶj��ƚœ
by��mj�

�

/��1
)��`W�:-�ÈÇi�:/�z[�_y[�tyY�ru§päėnmè^º_�~Y�[�p
��[�len=��
l 3/
��~=¼n©ÑØ�(�d�`���)�d�
l 5�
��ru§=�

² ¦ØÂÔÕnµl++�(X�f�
² ¾±µÕnµl-+XO@_p)
XO@_�
² À�nÉ±µl#C8:�(�4aQV?�"NeRA��
² À��ÔĉǦũl�=@�

l >� �ru§=�
² ¦ØÂÔÕnµl++�(X��
² ¾±µÕnµl(-OVC�

l 5�	�
l 5(�T7E# ȩņ{kr�
l >5�T7E# ȩņ{kr�
�

y[�tyY�ru§_äėĄĈ�
�

ȠƩ~À�Ô¯”ȩǍj�q�n´��kÀ��Ô�ŚƮm�ƚœiĈÀ�Ô¯~ŚƮƌƑ�iȮǐ
bÌ´����Ǿ�ƀ�yc”Ÿǻǯ”ƵǮj��mjĈÀ�Ô¯Ȁ~À��Ô�iÌ´��”Ǫù
j�qƌƑxŚƮj��m�Th~ƌȐ�i`ŧz~¤Ø¿Ïn®n�q�Àµ���yiȮęx
�á{�hyby��mrj�
�

�r[�vws_ÜĔ�
�

(� denonpro.comの製品ページにアクセスして、DN-F350のダウンロード可能なアップデートがあ
るかどうかを確認します。 

)� USB機器のルート・ディレクトリにファームウェア・ファイルを保存します。ドライブ上の最初
のフォルダに表示されるようにファイルを解凍してください。 

� DN-F350の電源を入れます。 
+� SOURCEボタンを押して "USB"を選択します。
,� リアパネルの操作スイッチを"Update"に設定します。
-� ファームウェアの入ったUSBドライブを背面パネルのUSBポートに挿入します。
.� ファームウェアの更新を促すメッセージが表示されたら、フロントパネルのPLAY/PAUSEボタ
ンを押します。更新状況が画面に表示されます。

/� 更新が完了すると、DN-F350 がリセットされ、通常の操作が可能になります。�
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ȷǗbȎƮkqƚœ�iÝ÷~Őȵ�Ċȃkwdrjzj�
l m�w~¢nÁÔi´¼�ªi�Ø³·i�q�Ì´��bƬkdĊż”ƴǌj�wz�hy�

Ċȃk�mj�
l ȮƐÐn§n��¶xĜŝj�wz�ǫ�”Ȯę�ŧȾkwz�hyj�
l o~Ǐ~´¼�ª�Ì´��bƬkdǻŢkwz�hyj�
l ȮǐbƬƛ”ǻŢkwz{zyū���ƚœ�iÝ÷~ȖxāĲȬȭ�Ċȃkwdrjzj�
�

č� ē� ī� ą� Ŝ� ë� Č�
ǳĽbȂ�{z� ǅǡb¤Ø¬Øµ”Ƭkdƴǌj�wz�h�

y�Ċȃkwdrjzj�
���s���
�

Ȯǐbö�Ɗj{zi
�q��öbɑ�xz
�j�
�

m�w~¢nÁÔi´¼�ªi�q�Ì´��
�~ƴǌbĊżxiƬkzhy�Ċȃkw�d
rjzj�¢nÁÔbǎƒkwz{zhy�Ċ
ȃkwd�rjzj��ØÂiÊ�¦n{z~
ƵǮbƬkzhy��Ċȃkwdrjzj�

���s���
�

HF5�´¼�ª�ǁȂk
w��A?�7RbVPR�yȖŶ
j��j�
�

æǶ HF5�´¼�ª�ƀ�ĆkiŚǶkt�a
�yřkŖ�xdrjzj�
HF5�´¼�ªbÉªªµÕn© Òªxy�
�hyi�q��#GC�yłđƪby�hy��
Ċȃkwdrjzj�
HF5 ´¼�ªb�94G(- �q� 94G) À��
�Ô¨ª³ËxÀ�nÉ±µj�wz�hy�
�Ċȃkwdrjzj�
HF5�»Á�q��HF5�íǨ¢nÁÔ�ŧȾ�k
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